
解 答
あたためると膨張して直径が広がるから。１ 問１

ア オ問２ Ａ Ｂ

ア ア イ イ ア問３ ① ② ③ ④ ⑤

３０ Ａ２ 問１ 問２

１.９ 金属Ｂ・０.４６ｇ問３ 唄 欝

０.４２問４

うら 葉のうらの方が表よりも気孔の数が多いから。３ 問１ 理由唄

オ欝

水面からの水の蒸発を防ぐため。 Ｂ イ・オ問２ 唄 欝 蔚

イ４ 問１

ア問２

イ 月をかくす地球のかげの形が丸いから。問３ 唄 欝

４５０００問４

エ問５

解 説
１ 問１ 金属製のふたをあたためると，わずかですが膨張して体積が大きくなります。このとき，ふたの外側の直径

（外径）だけでなく，びんと接する内側の直径（内径）も広がり，開けやすくなります。

２ 問１ 実験１から，塩酸１５ と過不足なく反応する金属Ａは０.０９ｇ（０.１２－０.０３）とわかります。し安

たがって，金属Ａ０.１８ｇとちょうど反応する塩酸は３０ （１５× ）です。安
０.０９
０.１８

問２ 実験１から，金属Ａ０.１２ｇが完全にとけたときに発生する気体の体積は１.２ ，実験２から，金属Ｂ鞍

０.２１ｇが完全にとけたときに発生する気体の体積は０.９ とわかります。金属Ａの方が少ない重さで多くの鞍

量の気体を発生させられるといえます。

問３ 金属Ｂ０.４５ｇと過不足なく反応する塩酸は３２ （１０× ＝３２.１４…）なので，塩酸の量は安 ０.１４
０.４５

十分であり，金属Ｂが不足することがわかります。このとき発生する気体の体積は１.９ （０.９×鞍 ０.２１
０.４５

＝１.９２…）です。塩酸６５ を完全に反応させるために必要な金属Ｂの重さは０.９１ｇ（０.１４× ）安 １０
６５

なので，少なくとも０.４６ｇ（０.９１－０.４５）加えなければなりません。

問４ 問２と同様に考えます。金属Ａ，Ｂ０.２１ｇが完全にとけたときに発生する気体の体積はそれぞれ２.１ ，鞍

鞍 鞍（０.９×０.９ なので，混合物１.０５ｇすべてが金属Ｂだったとした場合に発生する気体の体積は４.５

です。したがって，ふくまれている金属Ａの重さは０.４２ｇ（(６.９－４.５)÷(２.１－０.９)×）
０.２１
１.０５

０.２１）です。

３ 問１ 塩化コバルト紙はうすい青色で，水分をふくむとうすい赤色になります。ホウセンカの葉は，表側より唄

も裏側に多く気孔があるため，蒸散によって気孔から出される水蒸気は葉の裏側の方が多くなり，塩化コバル

ト紙の色の変化も大きくなります。

問２ ・ 湿度が低くなると水の蒸発がさかんになり，それにつれて蒸散もさかんになります。反対に，湿度欝 蔚

が高くなってくると水が蒸発しにくくなり，蒸散もおとろえます。②のホウセンカは，蒸散が行われることで

袋の中の湿度が高くなるので，次第に蒸散量は少なくなると考えられます。

４ 問４ 図２から，地球を円として考えたとき中心角７.２度の弧の長さが９００㎞なので，地球の周囲の長さは

４５０００㎞（９００× ）です。７.２
３６０
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